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July 2023

※企画展示をご覧になるには、別途常設展示の観覧券が必要です

※年間観覧券は購入後1年間、 常設展示、 企画展示を

　 何回でもご覧いただけます （申込が必要です）

※下記の方は観覧料が免除されます

■常設展示観覧料金

■開館時間　  9:30 ～ 17:00（入館は 16:00 まで）

■企画展示観覧料金

190円240円
120円150円

240円300円

団　体個　人

1,600円
900円360円450円

640円800円

団　体 年間観覧券個　人

・ 障害者の方 （障害者手帳の提示が必要）

・ 県内に居住する65歳以上の方 （証明となるものの提示が必要）

小・中学生

高・大学生

大   人

小・中学生

高・大学生

大   人

無  料 無  料

開館スケジュール

＝開催初日（2023/7/15）

＝最 終 日（2023/11/19）

（2023年7月～11月）

＝休館日

2023年7月

10月

8月

11月

9月

休館日は原則として毎週月曜日と

年末・年始です。（ただし、月曜日

が休日の場合は開館します）

その他、保守点検などのため随時

休館することがあります。

　弥生時代におこめ作りが始まって以来、 私たちはおこ

めを中心とした暮らし、 文化を育んできました。 また、

おこめが育つ田んぼは、 人と生き物が関わりあう場で

あり、 文化的景観として心に響きます。

　本企画展では、 琵琶湖博物館ならではの多様な研究

成果をもとに、 田んぼの生き物と仕組み、 イネの生態、

伝統文化、 おこめ調理の歴史を紹介し、 おこめと私た

ちの未来を考えます。
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7.15      11.19(Sat) (Sun)7.15      11.19(Sat) (Sun)2023.2023.
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田んぼにやって来る生き物 （カルガモ） 弥生時代の調理の再現実験

稲刈りをする人々 米に関する行事 （虫送り）

https://www.biwahaku.jp/

【TEL】077-568-4811

【FAX】077-568-4850

滋賀県立琵琶湖博物館
〒525-0001滋賀県草津市下物町1091

お問合せ

展示内容や開館スケジュール、時間等は変更になることがあります。

必ず当館 WEB サイトで最新の情報をご確認のうえ、ご来館ください。
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